
 

 

 

平成１４年人口動態統計調査結果が公表される 

 

奈良県が公表した「平成１４年人口動態統計調査（概要）」によると、出生数は前年よりも減少、合計特殊出

生率は同0.01ポイント低下した。一方、死亡数は前年より増加した。 

また、婚姻数は前年よりやや減少、離婚数は同増加となった。 

 

 

■調査の概要 

●調査の対象 

人口動態調査は、「戸籍法」および「死産の届出に

関する規程」により届け出られた「出生、死亡、婚姻、

離婚および死産」の５事象を対象としている。 

●調査の期間 

平成１４年１月１日から平成１４年１２月３１日まで 

●調査の方法 

「出生、死亡、婚姻、離婚および死産」について市

町村長が受理した届出等をもとにして、一事件ごとに

人口動態調査票に転記作成する。 

●結果の表象 

① 出生、死亡、死産については住所地、婚姻に

ついては夫の住所地、離婚については別居す

る前の住所地とする。 

② 用語の解説 

○合計特殊出生率…一人の女性が一生のう

ちに生む子どもの数で、１５歳から４９歳までの

女性が対象。人口を維持するためには 2.08 が

必要といわれている。 

○乳児死亡…生後１年未満の死亡をいう 

○死産…妊娠第１２週以後の死児の出産をい

う 

③ 比率の計算方法 

○出生・死亡・婚姻・離婚率 

＝一年間の事件数/１０月１日現在の人口×

1,000 

○乳児死亡率＝一年間の事件数/一年間の

出生数×1,000 

○死産率＝一年間の事件数/一年間の出産

数（出生数＋死産数）×1,000 

○周産期死亡率＝一年間の事件数/一年間

の出産数（出生数＋妊娠満 22 週以降の死産

数）×1,000 

 

■結果の概要 

●出 生 

 出生数は 12,472 人で、前年に比べ 296 人減少

し、出生率（人口千対）は 8.7（市部：9.2、郡部：7.6）

で、前年より 0.2 ポイント低下した。 

 全国の出生率は 9.2 で、奈良県の全国順位は３

３位。 

●合計特殊出生率 

 合計特殊出生率は 1.21 で、前年に比べ 0.01 ポ

イント低下し、過去最低を更新。 

 全国の合計特殊出生率は 1.32 で、奈良県の全

国順位は４５位。 

●死 亡 

 死亡数は 10,588 人で、前年に比べ 156 人増加

し、死亡率（人口千対）は 7.4 で、前年より 0.1 ポイ

ント上昇した。 

 全国の死亡率は 7.8 で、奈良県の全国順位は３

８位。 

 死亡を死因別にみると「悪性新生物（32.8％）」が

２４年連続で１位を占めた。第２位は「心疾患

（16.3％）」、第３位は「脳血管疾患（11.1％）」となっ

た。 

 これら三大成人病で全死亡者の 60.3％を占める。 



 また、悪性新生物による死亡を部位別にみると、

男性では「気管・気管支および肺」、「胃」、「肝およ

び肝内胆管」の順、女性では「胃」、「気管・気管支

および肺」、「肝および肝内胆管」の順となった。 

●乳児死亡 

 乳児死亡者数は 32 人で、前年より 11 人減少し、

乳児死亡率（人口千対）は 2.6 で前年より 0.8 ポイ

ント低下した。 

 全国の乳児死亡率は 3.0 で、奈良県の全国順位

は３５位。 

●死 産 

 死産数は 427 胎でうち自然死産 191 胎、人口死

産 236 胎。死産率（出産千対）は 33.1 で前年より

5.3 ポイント上昇した。 

 全国の死産率は 31.1 で、奈良県の全国順位は

１２位。 

●周産期死亡 

 周産期死亡は 77 人で、うち妊娠２２周以後の死

産は 67 人、早期新生児死亡は 10 人。周産期死

亡率（出産千対）は 6.1 で前年より 0.3 ポイント低

下。 

 全国の周産期死亡率は 5.5 で、奈良県の全国順

位は９位。 

●婚 姻 

 婚姻数は 7,714 組で前年に比べ 284 組減少し、

婚姻率（人口千対）は 5.4 で前年より 0.2 ポイント

低下。 

 全国の婚姻率は 6.0 で、奈良県の全国順位は２

６位。 

 平均初婚年齢は、男性が２９．１歳（前年は２８．

９歳）、女性が２７．３歳（同２７．２歳）。 

●離 婚 

 離婚数は 3,000 組で前年に比べ 32 組増加し、

離婚率（人口千対）は 2.10 で前年より 0.03 ポイン

ト上昇。 

６年連続で大幅な増加が続いている。 

 全国の離婚率は 2.30 で、奈良県の全国順位は

３３位。 

 

■「出生、死亡、婚姻、離婚、死産」の５つの事象

について奈良県の全国順位をみてみると、出生率、

合計特殊出生率、死亡率、乳児死亡率離婚率は

比較的下位にランクされている。 

その中でも特に合計特殊出生率は東京（1.02）、

京都（1.17）に次ぐ下から３番目（第４５位）となって

いる。 

 

 

 

 

                         

奈良県 全国 奈良県
奈良県の
全国順位 全国

出生 12,472 1,153,866 8.7 33位 9.2
合計特殊出生率 － － 1.21 45位 1.32
死亡 10,588 982,371 7.4 38位 7.8
乳児死亡 32 3,496 2.6 35位 3.0
死産 427 36,980 33.1 12位 31.1
周産期死亡 77 6,350 6.1 9位 5.5
婚姻 7,714 757,331 5.4 26位 6.0
離婚 3,000 289,838 2.10 33位 2.30

人口動態にみる奈良県と全国の比較（平成１４年）

実数 率


